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夢をもち未来を拓く子ども
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あるものに価値を見いだし 良さを生かす
富沢小学校長 松原 博子

遠景に錦織なす紅葉，秋晴れの青空，暖かい日差し。朝からすばらしい天候に恵まれ，ご来賓，地域や保
護者・家族の方々，多くの皆様のご来場をいただき富沢小学校学芸発表会の幕を１０月１９日に開けること
ができました。無事終了して，会場から出てこられる観客の皆さんの温かい表情と，満足げな児童の顔が印
象的でした。児童会テーマ「３６人の絆で笑顔満開の学芸発表会にしよう」が達成されたのだなと感じさせ
る一瞬でした。子どもたちにいただきました多くの励ましに感謝申し上げます。
さて，先日，朝刊の見出しが目に飛び込んできました。〈３５人学級を４０人学級に戻す〉。驚きました。

もう何年間も，学校現場と教育行政が「より良い教育をめざす」ための方策として「少人数学級」を打ち出
してきました。それを「財政」の面から逆行しようとしているなんて。ただ，１学級の人数を減らしたから
即，良い教育かというと，そう簡単にいくものでは無いことは身にしみて感じているのも事実です。
本校は，「少人数できめの細かい教育を行う」ことを主軸においた学校ですが，それなりに，様々な努力

が必要でした。少人数であるが故にマイナスの面もありますが，それの捉え方を変え，プラスに変える努力
を，営々としてきました。
小規模校の課題というと，自主的に取り組む「学習意欲」，大勢の前でも堂々とコミュニケーションを取

ることのできる「表現力」，確かな学力の定着を見取る「学習評価」にあると感じていました。それ故，学
びに積極的に関わる姿勢を育て，自信をもって学びを培うことのできる子どもの育成をめざして全校一丸と
なって推進してきたのが，富沢の教育スタイルです。小規模・少人数を，プラスの「特性」（個性）と押さ
えてその良さを伸ばすことに力を尽くしてきました。無い物ねだりをして愚痴るよりも，有るものに価値を
見いだしてその良さを生かす「捉え方の転換」が大事だと考えています

◇少人数のため，児童は大きな集団 ◇少人数だからこそ，個に応じた
での社会経験の場が不足する。 きめの細かい指導ができる。

◇学年別指導の場合，児童は教師の ◇児童は自学自習の時間を使って
直接指導を受ける時間が少ない。 じっくりと考え工夫する時間が

保障される。
◇２個学年で学級を編成するため， ◇児童は，上学年，下学年という
学級を構成する児童が毎年変わる ２つの立場を経験することがで

き自信につなげることができる

「個性を生かす」とは，長所も短所も合わせて認め，短所と思われる面にも視点を当てて，可能性に変える
努力をすることです。「だめだ」と言う悲観主義ではなく，「きっと良くなる」と言う希望主義は，個々の子
どもに対しても同様に必要なことだと思います。

行事予定

日 曜 おもな行事 日 曜 おもな行事

３ 月 文化の日 １７ 月 ＰＴＡ読み聞かせ
４ 火 教育相談① 児童会 １８ 火 開校記念日（第115回）
５ 水 朝会 ＰＴＡ読み聞かせ １９ 水 朝会 クラブ

学校関係者評価会議 ２１ 金 市教委指導主事訪問
６ 木 教育相談② 国際理解教育(低・高学年) ２３ 日 勤労感謝の日 市Ｐ連研究大会
７ 金 教育相談③ 国際理解教育(中学年) 職員会議 ２４ 月 振替休日 5･6年ＰＴＡ学年行事
９ 日 1年生ＰＴＡ学年レク 旭川市長選挙 ２５ 火 諸費引落日

１０ 月 教育相談④ ２６ 水 特認30周年記念事業推進会議
１１ 火 集団遊び いこいの家2年 ２８ 金 ふれあいお楽しみ会
１２ 水 職員会議 5･6年 校外学習（市議会他）
１３ 木 聾学校との交流会

読書に親しもう！
正しい姿勢を身に付けよう。
感謝して食べよう。
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１９日，今年度の学芸発表会が終了しました。どの学年も趣向を凝らした発表にみんな大満足でした。，演
じた３６名の富沢っ子はもちろん，テーマの通り「笑顔満開」でした。さらに，ご観覧ただいた保護者・地
域の皆様，連日熱心に指導し続けた先生方，みんなを笑顔にしてくれました。ありがとう，富沢っ子たち。

１年｢長ぐつをはいた猫｣ ２年「さんばのｺﾝｻｰﾄ」 3･4年｢ダンスのきらいな王様」 5･6年「きばのないおおかみ」

全校合唱「Tommorow」他 全校器楽「情熱大陸」 ＰＴＡ「弱くても勝てるなし！Ｇｕｔｓ ｉｎ富沢」

いじめアンケート調査結果（１０月）より
今年２回目の「いじめアンケート調査」を実施しました。
悪口を言われ，馬鹿にされたことから「いじめられたことがある」と

回答した児童が１名いました。（すでに解決済みですが･･･。）
また，「いじめを見た」と回答した児童もいました。他学年の児童のけ

んかや言い争いをいじめと感じたようです。
『手を離して，目を離さず』は教育の基本です。アンケート調査に頼

ることなく，日常の児童観察をしっかり行い，いじめに繋がる小さな芽
を早い段階で発見し，摘み取っていくことができるよう今後より一層，
指導を充実させて参ります。
いじめの相談相手に関する調査では，前回と比較すると，いじめの相

談相手に，「友達」「兄弟」を選んだ児童が増えていました。

いじめ「行動宣言」でＮＨＫの番組に応募！いじめ「行動宣言」でＮＨＫの番組に応募！
ＮＨＫ Ｅテレでは，ＡＫＢの高橋みなみさんがＭＣを勤める「いじめをノックアウト！」という番組が放

送されています。全校児童一人一人がどうすればいじめをなくすことができるか，「行動宣言」として自分の
考えを番組の応募用紙に書き込み，校内に掲示しました。１２月末に番組に応募します。
いじめの実態のあるなしに関わらず，日ごろから子どもたちの「いじめ」に対する意識を高めるためには，

学校として未然防止のための取組を継続していくことが必要です。家庭でも親子で「いじめ」について話し合
う機会をもっていただければと思います。

10数年前から，旭川市内すべての学校の児童用コンピュータに学習ソフト「ｅライブラリ」が
導入されており，日常の学習指導でもその活用を図ってきたところです。
この度，家庭連携システムが強化され，先日，プログラムのバージョンアップを終えました。
マルチブラウザ対応となり，各家庭のパソコンだけでなくスマートホンやタブレットからでも，ログインして活

用することができるようになりました。これを機会に，家庭学習でも活用させてみませんか？
アドレス： https://katei.kodomo.ne.jp にアクセスし，学校コード（共通）・ログインＩＤ・パスワ

ードを入力するだけで，すぐに活用できます。 （もちろん無料）

● 全校児童に個別のＩＤカードと「家庭学習つかいかたガイド」を配布しました。学校コード・ログイン
ＩＤ・パスワードが記載されています。※ＩＤ・パスワードは外部に漏らさないようにご注意願います。
●現在の学年の学習内容だけでなく，小１～中３まで好きな学年を選んで学習できます。（予習・復習）
●学習の記録は履歴として残ります。
●担任の先生から宿題などの連絡機能もありますが，パソコンの有無・使用許可などにより，全校児童すべて
が家庭でのパソコンを使える状況にはなっていないようですので，この機能は使用しません。

基礎学力向上のための１つの方策として，より多くの児童が活用してくれることを期待していますので，是非，
お子様にご家庭のパソコンの利用を許可していただき，積極的に活用していただきますようお願いいたします。

https://katei.kodomo.ne.jp


■昨年と同様，５つの評価項目だけでなく，お子様の成長や頑張りについても高く評価していただき
ありがとうございました。会場設営に関する課題は次年度，確実に改善していきたいと思います。

アンケートへのご協力（回収率１００％）ありがとうございました。


